
 

令和５年１０月３１日 

一般社団法人神奈川県経営者協会 

会長  野並 直文  殿 

 

 日頃より、厚生労働行政の推進に格別の御配意を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

さて、政府におきましては、本年６月に閣議決定された「こども未来戦略方針～次

元の異なる少子化対策の実現のための「こども未来戦略」の策定に向けて～」におい

て、持続的な成長を可能とする経済構造を構築する観点から「成長と分配の好循環」

（成長の果実が賃金に分配され、セーフティネット等による暮らしの安心の下でそれ

が消費へとつながる）等の実現を目指すこととしています。 

中小企業・小規模事業者も含め賃上げしやすい環境の整備に取り組むとともに、フ

ルタイム労働者だけではなく、短時間労働者にもこのような賃上げの流れを波及させ

ていくためには、本人の希望に応じて可能な限り労働参加できる環境が重要です。 

その中で、社会保険料の負担がない被扶養者の方について、一定以上の収入（106

万円または 130 万円）となった場合に、社会保険料負担の発生や、企業の配偶者手当

がもらえなくなることによる手取り収入の減少を理由として就業調整を行う、いわゆ

る「年収の壁」への対応が急務となっています。 

このため、当面の対応として、９月 27 日に全世代型社会保障構築本部において、 

（１）106 万円の壁への対応（①キャリアアップ助成金のコースの新設②社会保険

適用促進手当の標準報酬算定除外） 

（２）130 万円の壁への対応（③事業主の証明による被扶養者認定の円滑化） 

（３）配偶者手当への対応（④企業の配偶者手当の見直し促進） 

等を内容とする「年収の壁・支援強化パッケージ」が決定され、①キャリアアップ助

成金のコースの新設及び④企業の配偶者手当の見直し促進を含む各施策について、10

月 20 日から開始したところです。 

貴団体におかれましては、この趣旨をご理解いただき、会員の皆様に積極的にキャ

リアアップ助成金の活用や配偶者手当見直しの促進に取り組んでいただけますよう、

周知や働きかけをお願いいたします。 

その際、適宜、キャリアアップ助成金の新しいコースをまとめたリーフレット又は

パンフレット（別添資料１、別添資料２参照）及び配偶者手当の見直しに係るリーフ

レット（別添資料３参照）をご活用くださいますようお願いいたします。併せて、Web

サ イト「キャリアアップ助成金（社会保険適用時処遇改善コース 」

（ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_teki

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_tekiyou.html


 

you.html）において、活用及び促進に向け、積極的な周知・広報に取り組んでいますの

で、貴団体におかれましても、会員の皆様に向けて、同ページの周知・広報に御協力

をいただきますようお願いいたします。 

なお、配偶者手当の収入要件については、個別の企業の判断になりますが、健康保

険の被扶養者認定に連動する形で設定している場合、「③事業主の証明による被扶養

者認定の円滑化」を受けた被扶養者認定の取扱いと同様になるものと考えられますの

で、その旨申し添えます。 

 

神奈川労働局長     

 

  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_tekiyou.html


 

令和５年１０月３１日 

一般社団法人神奈川県商工会議所連合会 

会頭  上野 孝  殿 

 

 日頃より、厚生労働行政の推進に格別の御配意を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

さて、政府におきましては、本年６月に閣議決定された「こども未来戦略方針～次

元の異なる少子化対策の実現のための「こども未来戦略」の策定に向けて～」におい

て、持続的な成長を可能とする経済構造を構築する観点から「成長と分配の好循環」

（成長の果実が賃金に分配され、セーフティネット等による暮らしの安心の下でそれ

が消費へとつながる）等の実現を目指すこととしています。 

中小企業・小規模事業者も含め賃上げしやすい環境の整備に取り組むとともに、フ

ルタイム労働者だけではなく、短時間労働者にもこのような賃上げの流れを波及させ

ていくためには、本人の希望に応じて可能な限り労働参加できる環境が重要です。 

その中で、社会保険料の負担がない被扶養者の方について、一定以上の収入（106

万円または 130 万円）となった場合に、社会保険料負担の発生や、企業の配偶者手当

がもらえなくなることによる手取り収入の減少を理由として就業調整を行う、いわゆ

る「年収の壁」への対応が急務となっています。 

このため、当面の対応として、９月 27 日に全世代型社会保障構築本部において、 

（１）106 万円の壁への対応（①キャリアアップ助成金のコースの新設②社会保険

適用促進手当の標準報酬算定除外） 

（２）130 万円の壁への対応（③事業主の証明による被扶養者認定の円滑化） 

（３）配偶者手当への対応（④企業の配偶者手当の見直し促進） 

等を内容とする「年収の壁・支援強化パッケージ」が決定され、①キャリアアップ助

成金のコースの新設及び④企業の配偶者手当の見直し促進を含む各施策について、10

月 20 日から開始したところです。 

貴団体におかれましては、この趣旨をご理解いただき、会員の皆様に積極的にキャ

リアアップ助成金の活用や配偶者手当見直しの促進に取り組んでいただけますよう、

周知や働きかけをお願いいたします。 

その際、適宜、キャリアアップ助成金の新しいコースをまとめたリーフレット又は

パンフレット（別添資料１、別添資料２参照）及び配偶者手当の見直しに係るリーフ

レット（別添資料３参照）をご活用くださいますようお願いいたします。併せて、Web

サ イト「キャリアアップ助成金（社会保険適用時処遇改善コース 」

（ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_teki

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_tekiyou.html


 

you.html）において、活用及び促進に向け、積極的な周知・広報に取り組んでいますの

で、貴団体におかれましても、会員の皆様に向けて、同ページの周知・広報に御協力

をいただきますようお願いいたします。 

なお、配偶者手当の収入要件については、個別の企業の判断になりますが、健康保

険の被扶養者認定に連動する形で設定している場合、「③事業主の証明による被扶養

者認定の円滑化」を受けた被扶養者認定の取扱いと同様になるものと考えられますの

で、その旨申し添えます。 

 

神奈川労働局長     

 

  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_tekiyou.html


 

令和５年１０月３１日 

神奈川県中小企業団体中央会 

会長  森 洋  殿 

 

 日頃より、厚生労働行政の推進に格別の御配意を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

さて、政府におきましては、本年６月に閣議決定された「こども未来戦略方針～次

元の異なる少子化対策の実現のための「こども未来戦略」の策定に向けて～」におい

て、持続的な成長を可能とする経済構造を構築する観点から「成長と分配の好循環」

（成長の果実が賃金に分配され、セーフティネット等による暮らしの安心の下でそれ

が消費へとつながる）等の実現を目指すこととしています。 

中小企業・小規模事業者も含め賃上げしやすい環境の整備に取り組むとともに、フ

ルタイム労働者だけではなく、短時間労働者にもこのような賃上げの流れを波及させ

ていくためには、本人の希望に応じて可能な限り労働参加できる環境が重要です。 

その中で、社会保険料の負担がない被扶養者の方について、一定以上の収入（106

万円または 130 万円）となった場合に、社会保険料負担の発生や、企業の配偶者手当

がもらえなくなることによる手取り収入の減少を理由として就業調整を行う、いわゆ

る「年収の壁」への対応が急務となっています。 

このため、当面の対応として、９月 27 日に全世代型社会保障構築本部において、 

（１）106 万円の壁への対応（①キャリアアップ助成金のコースの新設②社会保険

適用促進手当の標準報酬算定除外） 

（２）130 万円の壁への対応（③事業主の証明による被扶養者認定の円滑化） 

（３）配偶者手当への対応（④企業の配偶者手当の見直し促進） 

等を内容とする「年収の壁・支援強化パッケージ」が決定され、①キャリアアップ助

成金のコースの新設及び④企業の配偶者手当の見直し促進を含む各施策について、10

月 20 日から開始したところです。 

貴団体におかれましては、この趣旨をご理解いただき、会員の皆様に積極的にキャ

リアアップ助成金の活用や配偶者手当見直しの促進に取り組んでいただけますよう、

周知や働きかけをお願いいたします。 

その際、適宜、キャリアアップ助成金の新しいコースをまとめたリーフレット又は

パンフレット（別添資料１、別添資料２参照）及び配偶者手当の見直しに係るリーフ

レット（別添資料３参照）をご活用くださいますようお願いいたします。併せて、Web

サ イト「キャリアアップ助成金（社会保険適用時処遇改善コース 」

（ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_teki

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_tekiyou.html


 

you.html）において、活用及び促進に向け、積極的な周知・広報に取り組んでいますの

で、貴団体におかれましても、会員の皆様に向けて、同ページの周知・広報に御協力

をいただきますようお願いいたします。 

なお、配偶者手当の収入要件については、個別の企業の判断になりますが、健康保

険の被扶養者認定に連動する形で設定している場合、「③事業主の証明による被扶養

者認定の円滑化」を受けた被扶養者認定の取扱いと同様になるものと考えられますの

で、その旨申し添えます。 

 

神奈川労働局長     

 

  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_tekiyou.html


 

令和５年１０月３１日 

神奈川県商工会連合会 

会長  関戸 昌邦  殿 

 

 日頃より、厚生労働行政の推進に格別の御配意を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

さて、政府におきましては、本年６月に閣議決定された「こども未来戦略方針～次

元の異なる少子化対策の実現のための「こども未来戦略」の策定に向けて～」におい

て、持続的な成長を可能とする経済構造を構築する観点から「成長と分配の好循環」

（成長の果実が賃金に分配され、セーフティネット等による暮らしの安心の下でそれ

が消費へとつながる）等の実現を目指すこととしています。 

中小企業・小規模事業者も含め賃上げしやすい環境の整備に取り組むとともに、フ

ルタイム労働者だけではなく、短時間労働者にもこのような賃上げの流れを波及させ

ていくためには、本人の希望に応じて可能な限り労働参加できる環境が重要です。 

その中で、社会保険料の負担がない被扶養者の方について、一定以上の収入（106

万円または 130 万円）となった場合に、社会保険料負担の発生や、企業の配偶者手当

がもらえなくなることによる手取り収入の減少を理由として就業調整を行う、いわゆ

る「年収の壁」への対応が急務となっています。 

このため、当面の対応として、９月 27 日に全世代型社会保障構築本部において、 

（１）106 万円の壁への対応（①キャリアアップ助成金のコースの新設②社会保険

適用促進手当の標準報酬算定除外） 

（２）130 万円の壁への対応（③事業主の証明による被扶養者認定の円滑化） 

（３）配偶者手当への対応（④企業の配偶者手当の見直し促進） 

等を内容とする「年収の壁・支援強化パッケージ」が決定され、①キャリアアップ助

成金のコースの新設及び④企業の配偶者手当の見直し促進を含む各施策について、10

月 20 日から開始したところです。 

貴団体におかれましては、この趣旨をご理解いただき、会員の皆様に積極的にキャ

リアアップ助成金の活用や配偶者手当見直しの促進に取り組んでいただけますよう、

周知や働きかけをお願いいたします。 

その際、適宜、キャリアアップ助成金の新しいコースをまとめたリーフレット又は

パンフレット（別添資料１、別添資料２参照）及び配偶者手当の見直しに係るリーフ

レット（別添資料３参照）をご活用くださいますようお願いいたします。併せて、Web

サ イト「キャリアアップ助成金（社会保険適用時処遇改善コース 」

（ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_teki

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_tekiyou.html


 

you.html）において、活用及び促進に向け、積極的な周知・広報に取り組んでいますの

で、貴団体におかれましても、会員の皆様に向けて、同ページの周知・広報に御協力

をいただきますようお願いいたします。 

なお、配偶者手当の収入要件については、個別の企業の判断になりますが、健康保

険の被扶養者認定に連動する形で設定している場合、「③事業主の証明による被扶養

者認定の円滑化」を受けた被扶養者認定の取扱いと同様になるものと考えられますの

で、その旨申し添えます。 

 

神奈川労働局長     

 

  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_tekiyou.html


 

令和５年１０月３１日 

一般社団法人神奈川経済同友会 

代表幹事 石渡 恒夫  殿 

代表幹事 片岡 達也  殿 

 

 日頃より、厚生労働行政の推進に格別の御配意を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

さて、政府におきましては、本年６月に閣議決定された「こども未来戦略方針～次

元の異なる少子化対策の実現のための「こども未来戦略」の策定に向けて～」におい

て、持続的な成長を可能とする経済構造を構築する観点から「成長と分配の好循環」

（成長の果実が賃金に分配され、セーフティネット等による暮らしの安心の下でそれ

が消費へとつながる）等の実現を目指すこととしています。 

中小企業・小規模事業者も含め賃上げしやすい環境の整備に取り組むとともに、フ

ルタイム労働者だけではなく、短時間労働者にもこのような賃上げの流れを波及させ

ていくためには、本人の希望に応じて可能な限り労働参加できる環境が重要です。 

その中で、社会保険料の負担がない被扶養者の方について、一定以上の収入（106

万円または 130 万円）となった場合に、社会保険料負担の発生や、企業の配偶者手当

がもらえなくなることによる手取り収入の減少を理由として就業調整を行う、いわゆ

る「年収の壁」への対応が急務となっています。 

このため、当面の対応として、９月 27 日に全世代型社会保障構築本部において、 

（１）106 万円の壁への対応（①キャリアアップ助成金のコースの新設②社会保険

適用促進手当の標準報酬算定除外） 

（２）130 万円の壁への対応（③事業主の証明による被扶養者認定の円滑化） 

（３）配偶者手当への対応（④企業の配偶者手当の見直し促進） 

等を内容とする「年収の壁・支援強化パッケージ」が決定され、①キャリアアップ助

成金のコースの新設及び④企業の配偶者手当の見直し促進を含む各施策について、10

月 20 日から開始したところです。 

貴団体におかれましては、この趣旨をご理解いただき、会員の皆様に積極的にキャ

リアアップ助成金の活用や配偶者手当見直しの促進に取り組んでいただけますよう、

周知や働きかけをお願いいたします。 

その際、適宜、キャリアアップ助成金の新しいコースをまとめたリーフレット又は

パンフレット（別添資料１、別添資料２参照）及び配偶者手当の見直しに係るリーフ

レット（別添資料３参照）をご活用くださいますようお願いいたします。併せて、Web

サ イト「キャリアアップ助成金（社会保険適用時処遇改善コース 」



 

（ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_teki

you.html）において、活用及び促進に向け、積極的な周知・広報に取り組んでいますの

で、貴団体におかれましても、会員の皆様に向けて、同ページの周知・広報に御協力

をいただきますようお願いいたします。 

なお、配偶者手当の収入要件については、個別の企業の判断になりますが、健康保

険の被扶養者認定に連動する形で設定している場合、「③事業主の証明による被扶養

者認定の円滑化」を受けた被扶養者認定の取扱いと同様になるものと考えられますの

で、その旨申し添えます。 

 

神奈川労働局長     

 

  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_tekiyou.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_tekiyou.html


 

令和５年１０月２７日 

日本労働組合総連合会神奈川県連合会 

会長  吉坂 義正  殿 

 

 日頃より、厚生労働行政の推進に格別の御配意を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

さて、政府におきましては、本年６月に閣議決定された「こども未来戦略方針～次

元の異なる少子化対策の実現のための「こども未来戦略」の策定に向けて～」におい

て、持続的な成長を可能とする経済構造を構築する観点から「成長と分配の好循環」

（成長の果実が賃金に分配され、セーフティネット等による暮らしの安心の下でそれ

が消費へとつながる）等の実現を目指すこととしています。 

中小企業・小規模事業者も含め賃上げしやすい環境の整備に取り組むとともに、フ

ルタイム労働者だけではなく、短時間労働者にもこのような賃上げの流れを波及させ

ていくためには、本人の希望に応じて可能な限り労働参加できる環境が重要です。 

その中で、社会保険料の負担がない被扶養者の方について、一定以上の収入（106

万円または 130 万円）となった場合に、社会保険料負担の発生や、企業の配偶者手当

がもらえなくなることによる手取り収入の減少を理由として就業調整を行う、いわゆ

る「年収の壁」への対応が急務となっています。 

このため、当面の対応として、９月 27 日に全世代型社会保障構築本部において、 

（１）106 万円の壁への対応（①キャリアアップ助成金のコースの新設②社会保険

適用促進手当の標準報酬算定除外） 

（２）130 万円の壁への対応（③事業主の証明による被扶養者認定の円滑化） 

（３）配偶者手当への対応（④企業の配偶者手当の見直し促進） 

等を内容とする「年収の壁・支援強化パッケージ」が決定され、①キャリアアップ助

成金のコースの新設及び④企業の配偶者手当の見直し促進を含む各施策について、10

月 20 日から開始したところです。 

貴団体におかれましては、この趣旨をご理解いただき、加盟労働組合等に積極的に

キャリアアップ助成金の活用や配偶者手当見直しの促進に取り組んでいただけます

よう、周知や働きかけをお願いいたします。 

その際、適宜、キャリアアップ助成金の新しいコースをまとめたリーフレット又は

パンフレット（別添資料１、別添資料２参照）及び配偶者手当の見直しに係るリーフ

レット（別添資料３参照）をご活用くださいますようお願いいたします。併せて、Web

サ イト「キャリアアップ助成金（社会保険適用時処遇改善コース 」

（ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_teki

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_tekiyou.html


 

you.html）において、活用及び促進に向け、積極的な周知・広報に取り組んでいますの

で、貴団体におかれましても、加盟労働組合等に向けて、同ページの周知・広報に御

協力をいただきますようお願いいたします。 

なお、配偶者手当の収入要件については、個別の企業の判断になりますが、健康保

険の被扶養者認定に連動する形で設定している場合、「③事業主の証明による被扶養

者認定の円滑化」を受けた被扶養者認定の取扱いと同様になるものと考えられますの

で、その旨申し添えます。 

 

神奈川労働局長     

 

  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_tekiyou.html


 

令和５年１１月６日 

神奈川県社会保険労務士会 

会長  中屋 裕仁  殿 

 

 日頃より、厚生労働行政の推進に格別の御配意を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

さて、政府におきましては、本年６月に閣議決定された「こども未来戦略方針～次

元の異なる少子化対策の実現のための「こども未来戦略」の策定に向けて～」におい

て、持続的な成長を可能とする経済構造を構築する観点から「成長と分配の好循環」

（成長の果実が賃金に分配され、セーフティネット等による暮らしの安心の下でそれ

が消費へとつながる）等の実現を目指すこととしています。 

中小企業・小規模事業者も含め賃上げしやすい環境の整備に取り組むとともに、フ

ルタイム労働者だけではなく、短時間労働者にもこのような賃上げの流れを波及させ

ていくためには、本人の希望に応じて可能な限り労働参加できる環境が重要です。 

その中で、社会保険料の負担がない被扶養者の方について、一定以上の収入（106

万円または 130 万円）となった場合に、社会保険料負担の発生や、企業の配偶者手当

がもらえなくなることによる手取り収入の減少を理由として就業調整を行う、いわゆ

る「年収の壁」への対応が急務となっています。 

このため、当面の対応として、９月 27 日に全世代型社会保障構築本部において、 

（１）106 万円の壁への対応（①キャリアアップ助成金のコースの新設②社会保険

適用促進手当の標準報酬算定除外） 

（２）130 万円の壁への対応（③事業主の証明による被扶養者認定の円滑化） 

（３）配偶者手当への対応（④企業の配偶者手当の見直し促進） 

等を内容とする「年収の壁・支援強化パッケージ」が決定され、①キャリアアップ助

成金のコースの新設及び④企業の配偶者手当の見直し促進を含む各施策について、10

月 20 日から開始したところです。 

貴団体におかれましては、この趣旨をご理解いただき、会員の皆様に積極的にキャ

リアアップ助成金の活用や配偶者手当見直しの促進に取り組んでいただけますよう、

周知や働きかけをお願いいたします。 

その際、適宜、キャリアアップ助成金の新しいコースをまとめたリーフレット又は

パンフレット（別添資料１、別添資料２参照）及び配偶者手当の見直しに係るリーフ

レット（別添資料３参照）をご活用くださいますようお願いいたします。併せて、Web

サ イト「キャリアアップ助成金（社会保険適用時処遇改善コース 」

（ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_teki

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/syakaihoken_tekiyou.html


 

you.html）において、活用及び促進に向け、積極的な周知・広報に取り組んでいますの

で、貴団体におかれましても、会員の皆様に向けて、同ページの周知・広報に御協力

をいただきますようお願いいたします。 

なお、配偶者手当の収入要件については、個別の企業の判断になりますが、健康保

険の被扶養者認定に連動する形で設定している場合、「③事業主の証明による被扶養

者認定の円滑化」を受けた被扶養者認定の取扱いと同様になるものと考えられますの

で、その旨申し添えます。 

 

神奈川労働局長     
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